
 
 
 
 
 
 

 

   
 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 ワクチンの種類 対象の病気 

① 
５種混合生ワクチン 

（妊娠牛には接種不可） 

牛伝染性鼻気管炎、牛アデノウイルス感染症、 
牛パラインフルエンザ、牛ＲＳウイルス感染症、 
牛ウイルス性下痢・粘膜病１型 

② 
６種混合ワクチン 

（妊娠牛に接種可） 

牛伝染性鼻気管炎、牛アデノウイルス感染症、 
牛パラインフルエンザ、牛ＲＳウイルス感染症、 
牛ウイルス性下痢・粘膜病１型２型 

③ 

５種混合生ワクチン 
＋ 

ヒストフィルス・ソムニ感染症(HS) 
不活化ワクチン 

牛伝染性鼻気管炎、牛アデノウイルス感染症、 
牛パラインフルエンザ、牛ＲＳウイルス感染症、 
牛ウイルス性下痢・粘膜病１型 
牛ヒストフィルス・ソムニ感染症(HS) 

 ワクチンの種類 対象の病気 

④ 牛下痢５種混合不活化ワクチン 
牛ロタウイルス感染症、牛大腸菌性下痢症、 
牛コロナウイルス感染症 
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ワクチンで子牛の肺炎・下痢症を予防しましょう！ 

季節の変わり目は、寒暖差が大きく肺炎や下痢症が発生しやすくなります。 

予防対策として、日頃からの飼養衛生管理の徹底やワクチン接種が有効です。 

ワクチンには、母牛に接種して子牛の感染を防ぐものもあります。適切に使用

して子牛を病気から守りましょう。 

 

つがる家畜保健衛生所 ０１７３-４２-２２７６ 
土日休日緊急用携帯  ０９０-８７８８-７４５９ 

飼養している家畜に異常が見られた場合は、すぐに家畜保健衛生所へご連絡下さい！ 
 

〈呼吸器病のワクチン〉 

〈下痢症のワクチン〉 

 ワクチンプログラム例 

②牛呼吸器６種混合 

④牛下痢５種混合 

分娩１ヵ月前 分娩 ３～４ヵ月齢 

①牛呼吸器５種混合 

８～９ヵ月齢 

③牛呼吸器５種混合+HS 

詳細はかかりつけの獣医師または家畜保健衛生所にご相談ください。 


